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農福連携全国フォーラム 2022 in 石巻 
～「だれもが、みんなで、いつまでも、活き活きと生きる農福連携社会」を目指して～ 

11月 22日（火）～23日（水）開催 

全国農福関連物産展も開催 
 

障害者等が農林水産物の生産や加工に携わる農福連携は、障害者等や農業者、そして地域が抱える課題を解決する新た

な取組であり、その広がりが期待されています。この農福連携の取組の更なる推進と充実を図るため、東日本大震災からの復興

が進む石巻において「農福連携全国フォーラム 2022 in 石巻」を開催します(8 月 25 日（木）及び 26 日（金）に開催する

予定だったものを延期して開催するものです。)。 
 

Ⅰ フォーラム 
 

日     時：11 月 22 日（火） 9:30～18:00（開場 9:00）  

 

メイン会場：石巻市防災センター 多目的ホール 

（宮城県石巻市穀町 12 番 1 号 TEL:0225-95-1111（代表） FAX:0225-25-6835） 

※ サテライト会場（石巻市役所内の 402 会議室等）を設け、メイン会場の定員を超えた時点以降に参加申請をされた方 

は、サテライト会場での参加となります。 

※ Web での同時配信もいたします。 

※ メイン会場では、手話通訳を行います。 

※ 後日、参加者に対して、オンデマンド配信をいたします。 

 

テ ー マ ：持続可能な取組に向けて～地域づくりと販路拡大の取組の推進 

 

 

 

1. 開会挨拶      皆川 芳嗣  （一般社団法人 日本農福連携協会 会長理事） 
 

2. 来賓挨拶      坂本 修（東北農政局長） 

齋藤 正美（石巻市長）  
 

3. 行政施策説明   佐藤 一絵 （農林水産省 農村振興局 農村政策部長） 

津曲 共和（厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課長） 

谷口 哲也（法務省 矯正局 更生支援管理官） 

杉山 弘晃（法務省 保護局 更生保護振興課長） 

山田 泰造（文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課長） 
 

4.  パネルディスカッション ① 「持続可能な共生社会の創生に向けて～農福連携の推進を通じた横断的な関係構築」 

コーディネーター    皆川 芳嗣（一般社団法人 日本農福連携協会 会長理事） 

パネリスト            阿由葉 寛（全国社会就労センター協議会 会長） 

 2022年 10月 
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井上 博（公益財団法人 日本知的障害者福祉協会 会長） 

渡邊 香織（ＣＴＣひなり株式会社 代表取締役社長） 

谷口 哲也（法務省 矯正局 更生支援管理官） 

杉山 弘晃（法務省 保護局 更生保護振興課長） 

山田 泰造（文部科学省 初等中等教育局 特別支援教育課長） 

津曲 共和（厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課長）  

佐藤 一絵（農林水産省 農村振興局 農村政策部長）        
 

5.  基調講演      關 祥之（日本郵便 株式会社 経営企画部 サステナビリティ推進室長） 

「農福連携と郵便局のサステナブルな連携を目指して」 

齊藤 公生（全国社会就労センター協議会 顧問） 

     「何が障害者福祉か？を考える」 
 

6．事例発表      公文 一也（高知県 安芸福祉保健所 健康障害課 主幹） 

「 ～誰もがしあわせになる「農福連携ケアシステム」～安芸地域の農福連携の歩み」 

阿部 かよ子（社会福祉法人 石巻祥心会 くじらのしっぽ 管理者） 

 「大好きなこの町で暮らすこと～in 牡鹿半島～」 

大場 雅彦（社会福祉法人 夢みの里 就労継続支援センター桜・さくら 副主任）及び 

木村 朗美（社会福祉法人 夢みの里 ブルーバードインターナショナルプリスクール 園長） 

「食育を支える農福連携」 

 

7．パネルディスカッション ② 「農の広がり、福の広がり、すべての人が生きがいを持てる社会づくり 

～より良い農福連携のあり方を考える」 

コーディネーター   村木 厚子（一般社団法人 日本農福連携協会 副会長理事） 

      パネリスト       公文 一也（高知県 安芸福祉保健所 健康障害課 主幹） 

宍戸 義光（社会福祉法人 石巻祥心会 理事長） 

菅原 桂子（社会福祉法人 夢みの里 理事長） 

高草 雄士（一般社団法人 日本農福連携協会 農福連携事業所の評価方法の調査・分析事

業 サブマネージャー） 

濱田 健司  (東海大学 文理融合学部 経営学科 教授) 
 

8. 閉会挨拶      村木 厚子（一般社団法人 日本農福連携協会 副会長理事） 
 

Ⅱ スタディツアー 
 

フォーラムのテーマである「持続可能な取組に向けて～地域づくりと販路拡大の取組の推進」に関して、先進的な取組を現地

において見学し、意見交換を行うスタディツアーを開催します。 

 

開催日時：11 月 23 日（水）10:00～11:30 

（9:10 石巻グランドホテル出発 → 12:15 JR 石巻駅解散） 
 

開催場所：一般社団法人 イシノマキ・ファーム  

宮城県石巻市北上町女川字泉沢 13 番地 

TEL:0225-25-4144 FAX:0225-25-6869 

                     HP:https://ishinomaki-farm.com/ 
  

https://ishinomaki-farm.com/
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参加人数：40 名程度 
 

（参考）一般社団法人 イシノマキ・ファームの取組 

・ 農業を通じた共生社会と雇用の創出 

・ 6 次化による商品開発（クラフトビールの製造・販売） 

・ ファームステイによる就農者の学びの場の提供 

・ 地域コミュニティにおけるコレクティブインパクト型事業の開発 

 

Ⅲ 全国農福関連物産展 
  

フォーラムのテーマである「持続可能な取組に向けて～地域づくりと販路拡大の取組の推進」の実践版として、農福連携関連

商品の展示・販売を通じて、農福連携に対する理解の増進を図るため、農福連携事業者等による販売会を開催します。 
 

日  時：11 月 22 日（火）11:00~16:00 

11 月 23 日（水）10:00~15:00 

 

場  所：石巻駅前にぎわい交流広場（宮城県石巻市穀町 15 番） 

 

出店者：農福連携事業者等 20 者程度を予定 
 

備  考：震災復興ブースを設置します。 
 

Ⅳ 主催‣協賛‣協力‣後援 
 

主 催：一般社団法人 日本農福連携協会 
 

協 賛：アイシーエス姫路市ウェルフェアー 株式会社、いしのまき農業協同組合、株式会社 伊藤園 

伊藤忠テクノソリューションズ 株式会社、株式会社 エススリーブランディング、エフピコダックス 株式会社 

持続未来 株式会社、積水ハウス 株式会社、全国共済農業協同組合連合会、全国農業協同組合連合会 

公認会計士・税理士 中本行則事務所、農林中央金庫、公認会計士・税理士 林光行事務所 

弁護士法人 三ツ星、株式会社 夢育て、株式会社 ライフパス 
 

協 力：社会福祉法人 石巻祥心会、一般社団法人 イシノマキ・ファーム、社会福祉法人 夢みの里 
 

後 援：法務省、文部科学省、厚生労働省、宮城県、石巻市 

(予 定)  社会福祉法人 石巻市社会福祉協議会 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国社会就労センター協議会（セルプ協） 

公益財団法人 日本知的障害者福祉協会 

          農福連携特例子会社連絡会 
 

Ⅴ 参加費・申込先・申込期限 
 

参加費：① フォーラムの会場参加者には、資料代等として 3,000 円を負担していただきます。ただし、一般社団法人 日本農

福連携協会の会員（企業、団体、法人又は自治体にあっては、②と合わせて 3 人まで。全国農福関連物産展へ

の出店者にあっては、人数の制限はありません。）は無料です。なお、メイン会場の定員を超えた時点以降に参加

申請をされた方は、サテライト会場での参加となります。 

② フォーラムの Web 参加者には、資料代として 1,000 円を負担していただきます。ただし、一般社団法人 日本農
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福連携協会の会員（企業、団体、法人又は自治体にあっては、①と合わせて 3 人まで。全国農福関連物産展へ

の出店者にあっては、人数の制限はありません。）及び資料のダウンロードを希望しない者は無料です。 

③ フォーラムの参加者は、後日、フォーラムの様子をオンデマンドで視聴することができます。 

④ フォーラム終了後、「いしのまき元気いちば」（宮城県石巻市中央 2 丁目 11 番 11）において、会費制（会

費：6,000 円）の情報交換会を開催します。 

⑤ スタディツアー参加者には、諸経費として 2,000 円を負担していただきます。 

⑥ 全国農福関連物産展への出店者には、出店料として 3,000 円を負担していただきます。ただし、一般社団法人 

日本農福連携協会の会員及び、震災復興ブースへの出展者は無料です。なお、レンタル器材等の実費は出店者

に負担していただきます。 

 

申込先：① フォーラム（会場参加）、情報交換会又はスタディツアー 

一般社団法人 日本農福連携協会の会員の方     https://peatix.com/event/3360097           

一般社団法人 日本農福連携協会の会員以外の方   https://peatix.com/event/3329013 

 フォーラム（Web 参加） 

     一般社団法人 日本農福連携協会の会員の方     https://peatix.com/event/3368738 

     一般社団法人 日本農福連携協会の会員以外の方  https://peatix.com/event/3367619 

② 全国農福関連物産展 

一般社団法人 日本農福連携協会 

TEL:03-5323-3633   メール:info@noufuku.or.jp 

 

申込期限：① フォーラムの会場参加、情報交換会参加又はスタディツアー参加 

11 月 10 日（木）12:00 

フォーラムの Web 参加 

11 月 17 日（木）12:00 

        ② 全国農福関連物産展への出店 

            11 月 10 日（木）12:00 

 

 

 

一般社団法人 日本農福連携協会は、農福連携に関係する生産者、福祉事業所、企業、団体、行政、消費者等、様々

な団体・人々が参画でき、連携するプラットフォームとしての役割を担います。農福連携に関する情報を発信し、団体・人々をつ

なげ、農福連携の取組を広め発展させます。農福連携を通じて、地域を元気にし、障害者等、生きづらさを抱えた方々が幸せに

暮らせる社会の構築を目指します。 

 

【協会概要】 

設  立： 2018 年 11 月 15 日 

MISSION： 

‣ 農福連携によって生産された産品等の販売を促進し、その販路を開拓します。 

‣ 農福連携に関する情報や資料を収集して、発信します。 

‣ 農福連携に関する調査研究を実施します。 

‣ ノウフクフォーラム、セミナー、研究会等を開催し、農福連携の普及啓発に取り組みます。 

‣ 農福連携の推進に必要な人材の育成に取り組みます。 

※ 一般社団法人 日本農福連携協会について 
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‣ 農福連携事業に関係する各関連機関の連絡調整役を務めます。 

‣ 農福連携に関する施策について政府関係機関等へ提言します。 

 役員： 

会長理事     皆川 芳嗣   株式会社農林中金総合研究所 理事長 元農林水産事務次官 

副会長理事  村木 厚子   津田塾大学 総合政策学部 客員教授 元厚生労働事務次官 

代表理事   榊原 典俊   社会福祉法人 青葉仁会 理事長 

理事      阿部 由紀   社会福祉法人 夢みの里 ゆにばーさるプラザ管理者 

理事      新井 利昌   埼玉福興株式会社 代表取締役 

理事      國松 繁樹   一般社団法人 日本基金 代表理事 

理事      齊藤 公生   社会福祉法人 東京リハビリ協会 理事 

理事      中村 隆一郎   社会福祉法人 白鳩会 理事長 

理事      成田 英司   社会福祉法人 新冠ほくと園 業務執行理事 

理事      野町 雷音   社会福祉法人 ナザレの村 統括管理者 

理事      森下 博紀   株式会社 ウィズファーム 代表取締役 

理事      渡邊 香織   CTC ひなり株式会社 代表取締役社長 

監事      雨宮 元美   労働保険事務組合 ティグレ東京 

監事      名越 秀夫   インテックス法律特許事務所 

事務局：〒160-0023  

東京都新宿区西新宿 6-12-1 パークウエスト 5F 

TEL:03‐5323-3633    FAX:03-3346-1050 

H P:https://noufuku.or.jp/   

Facebook:https://www.facebook.com/noufuku.or.jp/ 

https://noufuku.or.jp/

